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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第５期

第３四半期連結
累計期間

第６期
第３四半期連結

累計期間
第５期

会計期間

自　平成24年
４月１日

至　平成24年
12月31日

自　平成25年
４月１日

至　平成25年
12月31日

自　平成24年
４月１日

至　平成25年
３月31日

売上高 （百万円） 68,659 77,576 89,045

経常利益 （百万円） 2,359 5,083 2,955

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,031 3,769 2,423

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,107 5,356 3,637

純資産額 （百万円） 26,985 34,223 29,513

総資産額 （百万円） 78,365 81,536 79,163

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 101.60 365.85 237.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.3 41.7 37.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,714 7,307 4,029

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,226 △2,659 △3,261

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △855 △4,831 21

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,667 4,799 4,907

　

回次
第５期

第３四半期連結
会計期間

第６期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自　平成24年
10月１日

至　平成24年
12月31日

自　平成25年
10月１日

至　平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 43.92 120.46

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。　
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国は緩やかな回復基調で推移し、長期に低迷が続いた欧州や

減速懸念のあったアジア経済においても持ち直しの兆しが見られました。国内経済は、政府の経済政策や企業の収

益改善などにより緩やかな回復が継続しました。

当社グループを取り巻く市場環境は、国内農業機械市場は政府の経営所得安定対策や消費税増税前の駆け込み需

要などにより堅調でした。国内建設機械市場は、震災復興や第４次排出ガス規制対策に加えて公共工事の増加など

により引き続き好調に推移しました。海外小型屋外作業機械市場は、主力の北米が景気回復などにより堅調とな

り、欧州でも好転の兆しが見られました。

また、当第３四半期連結累計期間における為替相場は、対ドル、対ユーロともに前年同四半期に比べ大幅な円安

となりました。

このような環境の下、当社グループは最終年となった「中期経営計画２０１４」達成と今後の更なる経営基盤強

化のため、新生産システムの導入および国内サービス網の充実や為替環境の変化に応じた海外代理店への販売支援

強化の施策に取り組んだほか、主力市場である北米における新たな販売チャネルの構築など業務効率向上・市場競

争力強化に向けた各重点施策に着実に取り組みました。

以上のような事業活動を展開した結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループ連結業績は次のとおり

となりました。

[売上高]

当第３四半期連結累計期間の売上高は、775億76百万円（対前年同四半期比13.0％増）となりました。その内訳

は、国内売上高が302億83百万円（同1.4％増）、米州の売上高は393億90百万円（同22.2％増）、米州以外の海外

売上高は79億２百万円（同20.8％増）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。

①　小型屋外作業・農業用管理機械

売上高は、560億87百万円（同15.4％増）となりました。

・小型屋外作業機械

国内は、主力の刈払機や新製品を投入したパワーブロワが堅調に推移したことなどにより増収となりました。

海外は、中南米が長引く政治・経済の不安定化の影響により不調だったものの、主力の北米市場はチェンソーや

パワーブロワが引き続き堅調に推移したほか、欧州が回復傾向となり、海外全体の販売数量は前年並みに回復

し、為替の影響で売上高は大幅に増加しました。

その結果、小型屋外作業機械の売上高は412億95百万円（同18.4％増）となりました。

・農業用管理機械

国内は、経営所得安定対策や消費税増税前の駆け込み需要などを背景に大型防除機が伸長したほか、畦草刈

機、モアや高所作業機などが引き続き好調に推移しました。

海外は、穀物価格下落の影響などで販売数量は減少しましたが、円換算後の売上高は増収となりました。

その結果、農業用管理機械の売上高は147億91百万円（同7.8％増）となりました。

②　一般産業用機械

第３四半期に入って、社会インフラ老朽化対策需要などで投光機が伸長し、主力の発電機も建機レンタルルー

トの資産購入を中心に復調しましたが、第２四半期までの落ち込みを補うまでには至らずに前年を下回りまし

た。

その結果、売上高は81億10百万円（同1.6％減）となりました。

③　その他（アクセサリー、アフターサービス用部品、他）

国内外とも販売数量は微増となりましたが、売上高は為替の影響により大幅な増収となりました。

その結果、売上高は133億78百万円（同13.2％増）となりました。

　

[損　益]

前年同四半期に比べて大幅な円安による利益の増加に加えて国内外の販売が好転したことにより、営業利益は

41億95百万円（同102.9％増）となりました。経常利益は為替差益の増加により50億83百万円（同115.5％増）、四

半期純利益は37億69百万円（同265.6％増）となり、いずれも前年同四半期に比べて大幅な増益となりました。
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（2）連結財政状態に関する定性的情報

①　資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて23億72百万円増加し815億36百万円

となりました。

その主な要因は、商品及び製品の減少20億49百万円があったものの、受取手形及び売掛金の増加21億86百万円、

原材料及び貯蔵品の増加９億23百万円等によるものであります。

②　負債

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて23億36百万円減少し473億13百万円と

なりました。

その主な要因は、電子記録債務を含めた支払手形及び買掛金の増加22億61百万円があったものの、借入金の減少

35億73百万円等によるものです。

③　純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて47億９百万円増加し342億23百万円

となりました。

これは、利益剰余金の増加31億51百万円、為替換算調整勘定の増加13億22百万円等によるものです。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ4.6ポイント増加し、41.7％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況　

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の収支は、営業活動による

キャッシュ・フローが73億７百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが26億59百万円の支出、財務活動

によるキャッシュ・フローが48億31百万円の支出となりました。その結果、当第３四半期連結会計期間末の資金残

高は47億99百万円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益50億44百

万円、減価償却費21億24百万円、たな卸資産の減少29億72百万円、売上債権の増加13億67百万円、法人税等の支払

額10億99百万円等により、73億７百万円の収入（前年同四半期は37億14百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得25億83

百万円、有形固定資産の売却28百万円等により、26億59百万円の支出（前年同四半期は22億26百万円の支出）とな

りました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金支払６億18百万円、長期借入

金の返済14億23百万円、短期借入金の純減少51億16百万円、長期借入れによる収入24億10百万円等により、48億31

百万円の支出（前年同四半期は８億55百万円の支出）となりました。

　

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

　 当第３四半期連結累計期間において、事業上および財務上の対処すべき課題について、重要な変更および新た

　に生じた課題はありません。

　　

(5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、34億90百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,027,107 11,027,107
東京証券取引所

（市場第一部）　

単元株式数

100株　

計 11,027,107 11,027,107 ― ―

　 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 11,027,107 － 6,000 － 1,500

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　722,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,156,400 101,563 －

単元未満株式 普通株式 　　148,107 － 単元(百株)未満の株式

発行済株式総数 　　　　　11,027,107 － －

総株主の議決権 － 101,563 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に保有していない

株式100株が含まれております。なお、「議決権の数（個）」の欄には、株主名簿上は当社名義となっており

ますが実質的に保有していない議決権の数１個が含まれておりません。

２．「単元未満株式」の欄には自己株式が含まれております。自己株式の数は、株主名簿上は当社名義となってお

りますが実質的に保有していない株式123株のうちの単元未満株式23株と、当該株式を除いた自己株式722,680

株のうちの単元未満株式80株であります。

　

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

(自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社やまびこ
東京都青梅市末広

町1-7-2
722,600 － 722,600 6.55

計 － 722,600 － 722,600 6.55

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権の数１

個）があります。当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」の欄に含

まれております。但し、「完全議決権株式（その他）」「議決権の数（個）」には当該株式に係る議決権の数１個

を含めておりません。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社やまびこ(E21258)

四半期報告書

 8/21



第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社やまびこ(E21258)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,907 4,799

受取手形及び売掛金
※2 14,853 ※2 17,039

商品及び製品 25,356 23,307

仕掛品 1,250 1,327

原材料及び貯蔵品 6,212 7,136

その他 2,504 2,611

貸倒引当金 △157 △173

流動資産合計 54,927 56,050

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,258 7,321

土地 8,137 8,163

その他（純額） 5,704 6,216

有形固定資産合計 21,100 21,701

無形固定資産 757 1,003

投資その他の資産

その他 2,877 3,251

貸倒引当金 △498 △469

投資その他の資産合計 2,378 2,782

固定資産合計 24,235 25,486

資産合計 79,163 81,536

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 14,810 ※2 8,574

電子記録債務 － 8,497

短期借入金 20,320 15,623

1年内返済予定の長期借入金 2,374 1,661

未払法人税等 459 587

賞与引当金 142 －

製品保証引当金 826 558

その他 4,871 4,054

流動負債合計 43,805 39,557

固定負債

長期借入金 2,724 4,560

退職給付引当金 858 429

環境対策引当金 39 39

製品保証引当金 73 344

その他 2,147 2,382

固定負債合計 5,844 7,755

負債合計 49,649 47,313
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,000 6,000

資本剰余金 9,547 9,548

利益剰余金 15,974 19,126

自己株式 △738 △743

株主資本合計 30,784 33,930

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 477 677

為替換算調整勘定 △1,891 △569

その他の包括利益累計額合計 △1,414 108

少数株主持分 144 183

純資産合計 29,513 34,223

負債純資産合計 79,163 81,536
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位:百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 68,659 77,576

売上原価 51,008 56,143

売上総利益 17,650 21,433

販売費及び一般管理費 15,583 17,237

営業利益 2,067 4,195

営業外収益

受取利息 28 8

受取配当金 75 38

為替差益 270 893

その他 165 175

営業外収益合計 540 1,115

営業外費用

支払利息 228 186

その他 20 41

営業外費用合計 248 227

経常利益 2,359 5,083

特別利益

固定資産売却益 4 7

特別利益合計 4 7

特別損失

固定資産除売却損 28 38

減損損失 － 7

リース解約損 18 －

製品保証引当金繰入額 239 －

特別損失合計 286 45

税金等調整前四半期純利益 2,077 5,044

法人税、住民税及び事業税 1,074 1,308

法人税等調整額 △70 △78

法人税等合計 1,004 1,230

少数株主損益調整前四半期純利益 1,072 3,814

少数株主利益 41 44

四半期純利益 1,031 3,769
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,072 3,814

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 66 200

繰延ヘッジ損益 2 －

為替換算調整勘定 △33 1,341

その他の包括利益合計 35 1,541

四半期包括利益 1,107 5,356

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,067 5,292

少数株主に係る四半期包括利益 40 63
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,077 5,044

減価償却費 2,011 2,124

減損損失 － 7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △204 △429

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △32

製品保証引当金の増減額（△は減少） 231 △72

受取利息及び受取配当金 △104 △46

支払利息 228 186

賞与引当金の増減額（△は減少） － △142

売上債権の増減額（△は増加） 1,009 △1,367

たな卸資産の増減額（△は増加） 282 2,972

仕入債務の増減額（△は減少） △1,945 △415

未収消費税等の増減額（△は増加） 325 63

その他 394 654

小計 4,313 8,546

利息及び配当金の受取額 104 46

利息の支払額 △229 △185

法人税等の支払額 △472 △1,099

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,714 7,307

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △232 △7

投資有価証券の償還による収入 100 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,116 △2,583

有形及び無形固定資産の売却による収入 60 28

その他 △37 △96

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,226 △2,659

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,488 △5,116

長期借入れによる収入 1,993 2,410

長期借入金の返済による支出 △984 △1,423

自己株式の売却による収入 199 －

配当金の支払額 △486 △618

その他 △90 △83

財務活動によるキャッシュ・フロー △855 △4,831

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22 75

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 610 △107

現金及び現金同等物の期首残高 4,056 4,907

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 4,667 ※ 4,799

EDINET提出書類

株式会社やまびこ(E21258)

四半期報告書

14/21



【注記事項】

（会計方針の変更）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

（たな卸資産の評価方法の変更）

　第２四半期連結会計期間より、当社は原材料の評価方法を最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）から、総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）に変更いたしました。

　この変更は、当社が平成25年８月に生産管理に係る基幹システムを更新したことに伴い、より適切にたな卸資産

の評価及び期間損益計算を行うことを目的として行ったものであります。

　なお、この変更による影響額は軽微であり、遡及適用は行っておりません。　
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

 次に掲げるものの借入金等に対し保証をしております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

やまびこ東部農機商業協同組合 211百万円 やまびこ北海道農機商業協同組合 116百万円

やまびこ東北農機商業協同組合 210 やまびこ九州農機商業協同組合 85

やまびこ西部農機商業協同組合 105 やまびこ西部農機商業協同組合 62

やまびこ北海道農機商業協同組合 80 やまびこ東部農機商業協同組合 61

やまびこ中部農機商業協同組合 76 従業員持家ローン等 10

やまびこ九州農機商業協同組合 46 　     

従業員持家ローン等 13 　     

計 741 計 335

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
 

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 318百万円 417百万円

支払手形 46 73

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１　当社グループの主力製品は、主として第１四半期から第２四半期に集中して需要が発生する傾向がありま

す。そのため、売上高に季節的変動がみられ、第１四半期及び第２四半期に高くなる傾向にあります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

現金及び預金勘定 4,667百万円 4,799百万円

現金及び現金同等物 4,667 4,799

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月４日

取締役会
普通株式 486 48.00 平成24年３月31日 平成24年６月８日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月27日

取締役会
普通株式 618 60.00 平成25年３月31日 平成25年６月７日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

小型屋外作業・

農業用管理機械
一般産業用機械 計

売上高       

外部顧客への

売上高
48,596　 8,245　 56,842　 11,817　 －　 68,659

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

32,807　 6,372　 39,179　 3,693　 △42,873　 －　

計 81,404　 14,617　 96,021　 15,510　 △42,873　 68,659

セグメント利益 45　 326　 372　 4,638　 △2,942　 2,067

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にアクセサリーおよびアフ

ターサービス用部品の販売に係わる事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,942百万円は、報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術管理費であ

ります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致させております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

小型屋外作業・

農業用管理機械
一般産業用機械 計

売上高       

外部顧客への

売上高
56,087　 8,110　 64,198　 13,378　 －　 77,576

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

36,569　 6,070　 42,639　 4,216　 △46,856　 －　

計 92,657　 14,180　 106,837　 17,594　 △46,856　 77,576

セグメント利益 1,521　 135　 1,657　 5,462　 △2,923　 4,195

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にアクセサリーおよびアフ

ターサービス用部品の販売に係わる事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,923百万円は、報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術管理費であ

ります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致させております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要な減損損失又はのれん等はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社やまびこ(E21258)

四半期報告書

18/21



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 101円60銭 365円85銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,031 3,769

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,031 3,769

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,150 10,304

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年2月10日

株式会社やまびこ

取締役会　御中

 

 

　東陽監査法人　　　

 

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 　福田　光博　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 　澁江　英樹　　印

 

　

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やま

びこの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまびこ及び連結子会社の平成25年12月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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